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南九州の煙草産地に於ける戦後の耕作面積

零 細 化 と 煙 草 作 の 関 係
■

服 部 満 江

Character of tobacco-planting which is connected with maintenance 
     of smaller peasant's economies in the South Kyushu 

                 Mitsue Hattori

1.問 題

煙草專売公杜の本田栄一氏はその著 「たばこと薪 しい農村」でf限 られた資源 と領土 と

の中に生き抜 くためには,当 然集約性の発揮以外に手段方法はない筈である.即 ち農業 中

最 も高い隼約性を有する煙草 の耕作は・絃に生きるべき道を融える」 とされるカt,煙 草 .

原料の生産過剰延いてはその輸出の問題はしばらく伏せて,本 稿では戦後急激に増加 した

零細農業に対し煙草栽培 は如何なる役割 を果 しつつあるか を,一 煙草産地の実情を通 じて

検討したい.

2.調 査 対象 農 村 の戦前 に於 け る農業 生 産

鹿児島縣では,煙 草栽培の全盛期である昭和初年頃は,全 農家の33%が 煙草 を栽培 し

たが,調 査対象農村 として選んだ国公町は当時全農家の71%余 の煙草農家が数えられた

ほ どの煙草産地である.之 の町の農業 に於ては,大 正初年頃と今吹大職前並に現在を比較

しただけで も,巴 畑面積 にも,各 種作物の作付割含にも可な りの変化が見 られるが,昭 和

8年 当時 をとり上げてみると,水 田406町,畑111町 潜耕作されていた.ま た主要換金作

物 として発展して来たものは水稻 と煙草があ り,之 等に較ぶれぼ比重は遙に低いが次位級

のものとして麦作が数えられる.戦 後には擁菓栽培 も可な り伸びて来ている.

この町の農業生産関係で著 しく注意

をひ く点は,農 家の耕作面積が甚 しく

零細であるに拘 らす,專 業的 自給農家

の多い ととである.第1表 の如 く,国

分町では既に明治の中期 より農家1戸

当耕作 面積は狭小であ り,鹿 児島縣全

体としては未 だそれほど農耕零細化が

進行 していなかつた大正の初期にも,

この町のそれは縣平均 の牛ばにも達せ

ぬほどに進行していた.然 るにこの町

では,第2表 の如くZF時に於ては農家

第1表.農 業1戸 当耕作面積.
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第2表.專 業兼業 別 農 家 数.

戸数の減少もなく,ま た全農家の85%以 上が專農として維持されて来てい る.こ のよう

な生産関係の特徴は,反 当販売代金の多い煙草栽培によつて維持されて来た ものと解され

る.例 えば煙草栽培の全盛時代たる昭和1年 よ り4年 までの,国 分町の平均 反当賠償金 は

283円10銭 で,そ れは当時の平均稻作収入62円40銭 の4.7倍 以上にも当るほどである.

第3表.煙 草 と自給的畑作物 の作 付の変蓬 ・

.故にこの町の畑作では,第3表 の如 く

現金経済の発達するにつれて,粟,大

豆,陸 稻の如き自給作物総体の作付は

漸減 しているのとは逆 に,煙 草 の作付

は漸増 を示 している.

・併 し昭和4年 以来,鹿 児島縣で栽培

される煙草の種類が在来種に大規模に

置換 され るようになつてからは,煙 草

栽培の零細的專農維持的性質が失われ

て来た.国 分町では,昭 和6年 迄は在

来種のみを栽培 して来たが,昭 和7年

より一部は米国種に置換 されることに

な り,昭 和8年 には米国種の作付割合は煙草作付面積のt55%に 上 り,'昭和12年 になる

とそれが66%に も達 している。 ざのような置換は煙草農家の農業資本或は農地 関係に対

して,革 命的な変化 を要請する如 き内容の ものであつた.例 えば米国種厘草の乾燥には,

專用の火力乾燥室並に乾燥用の鉄管 を必要 とするが,そ れには農家 としては多大の固定資

本 を投 下しなければならない.零 細農家にとつては,そ れが実行不能の負担であつた こ≒

第4表.た ばこ作付大小別乾燥業所有並に栽培煙草の種類別面積,其 他(昭 和25年).
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は,昭 和25年 に至るも樹耕作 面積狭少な暦ほど乾燥室所有が貧弱で あり,在 来種栽培に

しがみついていることを第4表 に見ることができるこ更たこの乾燥設備を充分経済的に活

用するためには,一 農家当の控草作付の規模が在来種時代 より遙に拡大される必要があつ

た.第4表 を見て も,在 来種の一農家当栽培面積は9畝 止りであるのに比 して,米 国種で

はそれが3反3畝 にも及んで熔る如 き

である.米 国種煙草は病害に弱 く.た

めに蓮作は無理であるが,そ うで あれ

ば零組煙草農家は一鳳 農地不足のた

めにも在来種を米国種に置換すること

は困難になる.然 るに專売局側では,

原料政策上 この転換 を強 く要求するこ.

とになれば,途 には煙草栽培 より脱落

せざるを得ぬ農家が少なか ら歩発生せ

ざるを得 なかつたこ とは第5表 の通 り

で ある.

その結果は,従 来の專業農家が無業

農家に転落 し,進 んでは農業 より離脆

することになる.資 料 として不充分で

はあるが,第6表 では昭和7,8年 の

転換当初に於て さえこの傾向が可な り'

強 く現れてい ることが見 ら耗る.

第S表.厘 草耕作農家数の変遷

第6表.昭 和初期 と7,8年 の專業,景 業別農家数.

3.戦 後に於ける耕作の一層A零 細他 と煙〕転栽培

戦時申より戦後にかけて,農 家戸数

の激」曾と農地面積の減少が併行 して起

り,農 家の耕作規模は一層零細化 した

ことは第 ス表に窺 ダるところである.

今吹農地改革により第8表 の如 く自作

農は増加したが,そ れは第9表 によつ

ても推知 される通 り,戦 時中の青壮年

の労力不足,飯 米農家の農耕開始等の

如き変態的條件の下で,特 異的に零細

農が増加 した線で自作農が固定化 した

ものであるか らマイナスも伴う ことは

否定で きない.

之 等零細 自作農群 の專業兼業 別農家

構成を国分時の2つ の代表的部落の調

雀成績に見るに,昭 和25年 に於て,

第 セ 表ひ農 地画績 と農家数.

第8表 。職後の自小作別農 家戸数.
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第9表.耕 作面債大小別農家戸数の変愚
農業を縦 とし,專 業を主 とする農象は

,至農家の21%に しか過 ぎす,残 り79

%は 農業を主業とす るもの で ある.

このような性格の零細農の急激な増加'

・は各種作物の作付にも影響 し,李 時に

は漸減傾向を示 した畑自給作物の増加

或は疏茶作の如き集約的換金作物の急

激な上昇 を認め得 るこ とは第10表 の

通 りである.主 要現傘作物たる水稻 と

'第10表
.主 要 作 物 作J付 の 変 遷.

煙草については,水 稻では職後作付は増加 しつつあるが未だ戦前 の状態 まで恢復せす,.煙

草は戦後漸進傾向を示し既に職前の作付を超えている.煙

第11轟 一 終 職 後 め 煙 草 栽 培 ・

後者の煙草栽培事情につ き,之 を戦後の年次別 に,在 来種 と米国種別に観察すれば第

11表 の通 りで,煙 草原料拡充のためには質 よりも量の獲得が夫事であつた昭和22,23年

頃は在来種の作付 も広く許され,多 くの耕作農家 を吸収なし得たが,昭 和24年 以来な再

Jび昭和7年 を契機 とする在来種の米国種への置換以来見られた ような,煙 草栽培 よりの農

家の脱落が現れている.第4表 で耕作面積 の大なる農家が主として米国種を作 り,耕 作面
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積の零細群では殆んど在来種 を栽培す

ることを既に見たが,そ れ より推せぼ

右の脱落は零細農群の,特 に戦後多 く

現れた專農的零細自作農群の問題であ

り,昭 和7,8年 当時にはその結果が

鹸業農家への転落,農 業よ りの脱落 と

して碗れたのである.と ヒうが,.職 後

はそれがト農家戸数の減少となつて現

れ得ないで,在 来種の栽屠者が減少し

はじめた昭和24年 以降 に於て も,農

家戸数は漸増してい るこ とは第12表

の通 りである.兎 に角零細農の問題を

農村内部で解決すべ く迫 られてい る様

相であ舅 在来種煙草栽屠を縮少され

たこの農村では,解 決の方途をたぼこ

よりも疏茱に求 めはじめた.第13表

はその代表的事例をなす一部落の,跳

第12表 。職後の農家戸数。

第13表.1部 落 の耕作面積大小別煙草,疏 菓作付割 合。

楽球は煙草栽培への傾斜摩を示すもので,こ こでは煙草は上暦農作物であ り零細農ほど蘇

茱への傾斜度が強いことが窺われる.

4∴ 結 び ..
モ

在来種煙草が栽培 される時代には,そ れは煙草産地の專業的自作的零細農 を維持する傾

向を強 く示 したが,米 国種煙草の栽培が主体になつてく るとそれ は上暦農的な作物 とな

り,今 迄維持されてい㍗零細農 も專農或は農家自体の線か ら脱落玄る傾向を示 した.戦 後

に於て も,や はり米国種の栽堺炉主体 とされる煙草産地では,反 当約90入 役の労働 を浩

化できるこの集約作物で も,そ れは規模の零細化 された農家の 「生 ぎるべ き道 を教 える」

対象作物とはなり得ない.農 村の申で自らの零細農耕の問題 を解決すべき苦境の中で,零

細農家群は,煙 草以外の疏菜作などにその活路 を見出そうと苦悶している傾向が認められ

る次第である.・

(鹿児島大学農学部農業経済学教室)

 Résumé 

                                                                                                                                                                                            • In -former times, the profits from cultivation of tobacco-plant maintained 

smaller peasant's economies in the habitat of tobacco leaf production. But 

since the diversion of the kind of-planting tobacco—from former proper system 

to fire cured yellow bright and others—which is enforced according to the 

policy, of the Japanese Government Monopoly Bureau, the above-mentioned 

economic character of tobacco cultivation diminished, and a tendency , of
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decreasing the number of proper farmers and moreover all ones appeared 

 gradually. After the end of the war Japanese =taller farmers enhanced their 

smallness of farm more and more, therefore the needs of them to intensive 

cultivations increased remarkably. At present, some theorists of the Monopoly 

Corporation emphasize the profitable nature of intensive tobacco cultivation 

as the smaller farmer's produces. But the above-mentioned character of the 

plant—after the diversion—continued till to-day,. therefore even in the habitat 
of it's production the cultivation of it cann't be adopted by the smaller 

farmers generally. At present it seems that they feel more interests to 

garden-productions than tobacco-planting. 

( Faculty of Agriculture, Kagoshima University )


